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調査目的

本調査は、独立行政法人日本学生支援機構が、海外留学経験者の実態、留学情報収集の方法、留学後の進路等に
ついて重点的に調査を行い、取得したデータを海外留学希望者の留学準備において、また、教育機関・公的機関等による
情報提供業務において参考資料として利用することを目的として実施する。

また、本調査の結果の一部については、平成30（2018）年度に実施した同内容の調査結果と比較を行うことで、海外
留学及び海外留学経験者に関する動向の把握を行う。

調査地域 全国

調査対象者
スクリーニング調査：20～49歳の日本人

本調査：20～49歳の日本人のうち、過去15年以内に海外留学を経験している者

調査方法 インターネット調査

標本抽出方法
スクリーニング調査：人口構成比に準拠し割当抽出（令和2年国勢調査をベースに人口動態を加味したデータを使用）

本調査：20~40代の委託機関のインターネット登録モニターに対してスクリーニング調査を実施し、条件適合者を選定

サンプルサイズ

スクリーニング調査：10,000サンプル

※実際の回収数は41,816サンプルだが、スクリーニング調査結果では10,000サンプルにランダムカットして示している

本調査：1,097サンプル

調査期間
令和7年12月11日（木）～令和7年12月22日（月）

（スクリーニング調査と本調査を同時に実施）

調査内容
スクリーニング調査：9問

本調査：69問

１．調査概要
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⚫ 報告書中の問番号および設問は、調査票の問番号および設問を示している。また、本文やグラフ・数表上の選択
肢の表記は、語句を簡略化している場合がある。

⚫ 調査結果の数値は回答率（%）で示している。%の母数は、その質問の回答数または属性別のTOTAL数で、
「n=」で表している。

⚫ 回答率（%）は小数点第2位で四捨五入し、小数点第1位まで示している。したがって、回答率の合計値が
100.0%にならない場合がある。

⚫ 回答率（%）は回答数「n=」に占める割合となっている。したがって、複数回答の質問は割合を全て合計すると
100.0%を超える場合がある。

⚫ 項目のｎ数が0の場合、非表示としている。

⚫ ｎ数が30未満の項目も、参考情報として載せている。

＜参考＞調査結果の見方
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⚫ 本報告書におけるクロス集計表の基本的な見方は下記の通り。

⚫ クロス集計の分析軸は、全体の割合と比べて±10ポイント以上差がある箇所を中心にコメントをしている。

＜参考＞クロス集計結果の見方

【全体とのポイント差】
・表のセルが のもの… 10以上ポイント差
・表のセルが のもの… -10以上ポイント差

【例】 Q10 留学した回数をお答えください。

n= 1回 2回 3回 4回以上

全体 1097 61.7 26.6 7.4 4.3

留学期間 3ヶ月未満 380 80.0 15.3 2.9 1.8

3ヶ月～6ヶ月未満 139 62.6 28.1 7.2 2.2

6ヶ月～1年未満 254 62.2 24.8 7.5 5.5

1年～2年未満 189 44.4 40.7 10.1 4.8

2年～4年未満 91 25.3 45.1 19.8 9.9

4年以上 44 47.7 31.8 9.1 11.4

学習内容 語学習得のみ 605 70.6 22.0 5.3 2.1

語学＋専門 360 48.3 33.9 11.1 6.7

専門分野の学習・研究のみ 132 57.6 28.0 6.8 7.6

取得資格 準学士学位 36 25.0 30.6 16.7 27.8

学士学位 157 40.8 38.2 12.1 8.9

修士学位 134 26.9 42.5 17.9 12.7

博士学位 79 21.5 36.7 21.5 20.3

専門資格の取得 120 34.2 39.2 12.5 14.2

コースの修了証明書 313 53.7 29.4 10.5 6.4

単位修得証明書 203 60.6 25.6 7.4 6.4

語学スコア・級の取得証明書 157 52.2 27.4 8.9 11.5

その他 4 50.0 50.0 0.0 0.0

特に取得していない 364 82.7 14.3 2.5 0.5

留学形態 協定留学（大学・大学院・短大等） 369 69.6 22.0 5.4 3.0

協定留学（高校等） 56 57.1 28.6 8.9 5.4

認定留学（大学・大学院・短大等） 163 54.6 33.7 7.4 4.3

認定留学（高校等） 51 35.3 39.2 15.7 9.8

勤務先の派遣 82 43.9 36.6 14.6 4.9

自治体の派遣 21 42.9 33.3 19.0 4.8

個人留学 297 63.6 25.9 5.7 4.7

その他の留学 58 81.0 10.3 5.2 3.4

61.7

26.6

7.4
4.3

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0
(%)

全体と比べて、±10ポイント

以上の差がある場合に色付け

をしている。

【分析軸コメント例】

全体と比べて、留学期間が3ヶ月

未満の場合、留学した回数は「1回」

の割合が高い。

全体=単純集計の値。

各セルの値が高いのか、

低いのかを比べる基準

回答数（n数）が30未満の場合は、

全体と比べて±10ポイント以上の

差があっても参考値扱いとなる。
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II. スクリーニング調査結果

※実際の回収数は41,816サンプルだが、スクリーニング調査結果では10,000サンプルにラン
ダムカットして示している。
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n=10,000

20-29歳

29.2%

30-39歳

31.8%

40-49歳

39.1%

Q1 性別 Q2 年齢

１．スクリーニング調査回答者の属性

n=10,000

男性

50.9%

女性

49.1%

8



n=7,654

営業

10.0%

事務

22.6%

経理

2.4%
教育

3.6% 研究

1.8%
広報

0.4%

経営管理

1.4%

専門・技術職

26.2%

マーケティング

1.2%

販売

12.6%

その他

17.7%

n=7,654 官公庁

6.4%

教育・研究

5.1%

製造

18.0%

サービス

18.3%

卸売・小売・飲食

14.2%

金融・保険

3.5%

不動産

1.9%

エネルギー

1.3%

運輸

6.0%

農林・水産・鉱業

1.4%

通信・IT

7.4%

その他

16.3%

n=10,000

会社員・公務員

51.1%

パート・アルバイト

16.2%

派遣社員・契約社員

5.3%

自営業・自由業

4.0%

専業主婦・主夫

6.8%

無職

8.6%

高校生

0.1%

大学生

5.4%

大学院生

0.9%

短期大学生

0.1%

専門学校生

0.4%
高等専門学校生

0.4%
その他

0.9%

Q3 職業 Q4 業種

Q5 職種

１．スクリーニング調査回答者の属性
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*「海外留学」を「日本以外の国・地域の学校で学ぶことを主目的または目的の一部として渡航し、一定期間滞在して現地の学校に通った経験」と定義する。
これ以外の外部的な要因による渡航・滞在は除く。（例：ホームステイ・ワーキングホリデー・インターンシップ・ボランティア・就職・家族の転勤等別目的での滞在、当
該滞在中に機会を得て現地の学校に通った経験及び通信教育、研究者としての在外研究機関への派遣等）

⚫ 海外滞在の目的のうち、「留学」は1割弱。
「海外旅行」が最も多く、33.7%。「仕事（出張・海外赴任等）」8.4%、「留学」6.1%が続く。

２．スクリーニング調査：海外滞在の目的

Q6 以下の目的で外国に行ったことがありますか。あてはまるものを全てお答えください。

n=

海外旅行 仕事（出
張・海外
赴任等）

留学 留学以外
のホーム
ステイ

ワーキン
グホリ
デー

その他 外国に
行ったこと
はない

全体 10000 33.7 8.4 6.1 4.1 1.9 6.0 55.5

33.7

8.4 6.1 4.1 1.9
6.0

55.5

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0
(%)
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⚫ 留学終了時期は、15年未満が7割強。
「15年以上」が最も高く、26.6%。「1年未満」14.8%、「1年以上～2年未満」12.7%が続く。
• 過去15年以内に海外留学を経験している者は4.5%。

＜参考＞

＊留学経験＆留学終了時期

３．スクリーニング調査：留学終了時期

Q9 今から何年前に留学を終えましたか。一定期間をおいて2回以上留学している場合は、最も新しい留学経験についてお答えください。

n=

1年未満 1年以上
～2年未
満

2年以上
～3年未
満

3年以上
～5年未
満

5年以上
～7年未
満

7年以上
～10年未
満

10年以上
～15年未
満

15年以上

全体 608 14.8 12.7 8.2 8.4 8.6 10.4 10.4 26.6

14.8
12.7

8.2 8.4 8.6
10.4 10.4

26.6

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0
(%)

n=

全体 10000 4.5 1.6 93.9

15年未満 15年以上 留学未経験者

(%)
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⚫ 留学をしていない理由としては、「興味がなかったから」が半数を占める。
「興味がなかったから」が最も高く、50.0%。「必要なかったから」29.7%、「経済的な問題」22.9%が続く。

４．スクリーニング調査：留学をしていない理由

Q7 海外留学をしたことがない人に伺います。これまで海外留学をしていない主な理由を3つまでお答えください。

n=

興味がな
かったか
ら

必要な
かったか
ら

経済的な
問題

語学力が
足りな
かったか
ら

海外の治
安が不安
だったから

海外の生
活に慣れ
るか不安
だったから

時間がな
かったか
ら

日本のほ
うが学び
たいことが
学べたか
ら

他にやり
たいことが
あったか
ら

パンデミッ
クだったか
ら

留年・休
学したくな
かったか
ら

成績が足
りなかった
から

家族に反
対された
から

現在海外
留学する
ために準
備してい
る

就職活動
に影響が
あったか
ら

その他

全体 9392 50.0 29.7 22.9 16.2 14.5 10.0 6.0 5.8 5.3 4.1 3.5 2.3 1.6 1.6 0.9 1.8

50.0

29.7

22.9

16.2 14.5
10.0

6.0 5.8 5.3 4.1 3.5 2.3 1.6 1.6 0.9 1.8

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0
(%)
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n=

全体 9392 9.6 19.0 43.8 7.8 19.7

したほうがよかった ややしたほうがよかった どちらともいえない ややしなくてよかった しなくてよかった

(%)

⚫ 海外留学を経験したほうがよかったと考えている人は約3割。
「したほうがよかった」9.6%、「ややしたほうがよかった」19.0%をあわせると、留学経験を『したほうがよかった』は28.6%。一方、『しなくてよかった』は27.5%（「ややしなくて
よかった」7.8%と「しなくてよかった」19.7%の合計）。

５．スクリーニング調査：留学経験に対する考え方

Q8 海外留学をしたことがない人に伺います。海外留学経験についてどう思いますか。
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